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〇
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八
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害
者
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日
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総
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的
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す
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め
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律
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成
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七
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律
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二
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三
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祉
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。
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県

道

払
川
町
向
線

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
田
表
一
三
番
五
地
先
か
ら

同
郡
同
町
歌
津
字
田
表
五
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

五
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
四
号

　

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
通
行
す
る
車
両

の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
併
せ
て
、
同
令
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を

次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
す
る
道
路

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

指
定
す
る
期
日

県

道

大
和
松
島
線

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
北
目
大
崎
字
吉
原
川
渕
六
六
番
二
地

先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
原
一
番
一
〇
地
先
ま
で

県

道

閖
上
港
線

名
取
市
小
塚
原
字
西
中
塚
四
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
増
田
三
丁
目
五
八
八
番
地
先
ま
で

平
成
二
十
八
年

 

五
月
二
十
日

県

道

大
和
幡
谷
線

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
柳
沢
畑
一
五
番
二
地
先
か
ら

同
郡
同
町
山
崎
字
深
町
三
九
番
一
地
先
ま
で

二　

通
行
方
法

　

 　

一
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、
次
の
通
行
方
法
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１　

走
行
位
置
の
指
定

　
　

 　

ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や

む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
に
は
、
標
識
、
樹
木
等
の
上
空
障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す

る
こ
と
。

　

２　

後
方
警
戒
措
置

　
　

 　

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
保
た
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
縦
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以

上
、
横
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
縦
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
横
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
が
黒
色

の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
料
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
部
の

見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。

　

３　

道
路
情
報
の
収
集

　
　

 　

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
情
報
等
を
収
集
し
、

上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
走
行
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
五
号

　

気
仙
沼
市
か
ら
気
仙
沼
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

気
仙
沼
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

鹿
折
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
六
号

　

気
仙
沼
市
か
ら
気
仙
沼
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

気
仙
沼
都
市
計
画
地
区
計
画

　

２　

名
称　

南
気
仙
沼
地
区
計
画

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
七
号

　

気
仙
沼
市
か
ら
気
仙
沼
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　

１　

種
類　

気
仙
沼
都
市
計
画
公
園
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２　

名
称　

二
・
二
・
十
六
号
片
浜
公
園

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
八
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整

理
組
合
の
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

岩
沼
市
朝
日
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

岩
沼
市
字
大
和
百
六
十
八
番
地
の
一

三　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
五
日

四　

変
更
の
内
容

　
　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

（
変
更
前
）
第
五
条　

こ
の
組
合
の
事
務
所
は
、
岩
沼
市
字
大
和
百
六
十
八
番
地
の
一
に
置
く
。

　
　

（
変
更
後
）
第
五
条　

こ
の
組
合
の
事
務
所
は
、
岩
沼
市
朝
日
一
丁
目
二
番
地
に
置
く
。

五　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
事
業
石
巻
市
あ
け
ぼ
の
北
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

石
巻
市

四　

換
地
処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

南
三
陸
町

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

志
津
川
都
市
計
画
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設

　

２　

名
称

　
　
　

志
津
川
地
区
一
団
地
の
津
波
防
災
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
志
津
川
東
地
区

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
荒
川
堰
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

平　
　

勝　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名
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平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

相　

原　

昌　

昭

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
五
十
一
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

齋　

藤　
　
　

豊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
下
横
前
十
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

菅　

原　

正　

彦

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

佐
々
木　

善　

男

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
松
木
沢
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

小　

坂　

弘　

是

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
山
崎
十
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

伊　

藤　

昌　

範

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
下
吹
付
百
四
十
三

番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

細　

川　

運　

一

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字

木
百
三
十
八
番

地

監　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

佐　

藤　

光　

雄

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
土
器
坂
六
十
五
番

地

監　

事

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

伊　

藤　

祐　

治

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
舘
下
三
番
地
三

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

相　

原　

昌　

昭

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
五
十
一
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

萩　

原　

俊　

二

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
萱
刈
場
六
十
一
番

地

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

大　

場　

光　

彦

大
崎
市
三
本
木
坂
本
字
太
子
堂
十
二
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

齋　

藤　
　
　

豊

黒
川
郡
大
衡
村
駒
場
字
下
横
前
十
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

菅　

原　

正　

彦

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
屋
敷
三
十
九
番
地

一

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

佐
々
木　

善　

男

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
松
木
沢
三
番
地

理　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

髙　

橋　

信　

夫

大
崎
市
三
本
木
音
無
字
阿
弥
陀
二
十
四
番

地
三

監　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

小　

俣　

日
出
男

加
美
郡
色
麻
町
四
竃
字
東
原
六
十
一
番
地

監　

事

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

細　

川　

運　

一

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字

木
百
三
十
八
番

地

監　

事

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

森
林
病
害
虫
等
防
除
「
伐
倒
駆
除
（
仙
台
管
内
）」
業
務　

（
単

価
契
約
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

農
林
水
産
部
森
林
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

宮
城
中
央
森
林
組
合　

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
万
吉
前
十
九

番
地
の
一

五　

落
札
金
額　

二
万
五
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

森
林
病
害
虫
等
防
除
「
伐
倒
駆
除
（
東
部
管
内
）」
業
務　

（
単

価
契
約
）

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

農
林
水
産
部
森
林
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

石
巻
地
区
森
林
組
合　

石
巻
市
大
瓜
字
棚
橋
下
待
井
六
十
五

番
地
の
一

五　

落
札
金
額　

二
万
五
千
五
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。
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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

調
達
案
件
及
び
数
量　

蛭
塚
防
災
林
造
成
業
務
委
託　

一
式

　

２　

調
達
案
件
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

委
託
期
間　

契
約
締
結
の
翌
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
ま
で

　

４　

履
行
場
所　

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
隈
崎
地
内

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項
等

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

２
以
外
の
者
で
開
札
時
ま
で
に
宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ

と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

５ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画

認
可
の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立

て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く
更

生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

７ 　

公
告
の
日
か
ら
開
札
の
日
ま
で
の
間
、
宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置

を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

８ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所
及
び
提
出
期
限

　

 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
当
県
所
定
の

物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城
県
出
納
局　

契
約
課
管
理

班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三

五
）
へ
平
成
二
十
八
年
六
月
十
四
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

四　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
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る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡ 　

本
調
達
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら

か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
い
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－
八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
治
山
班
（
担
当　

志
野　

さ
ゆ
り　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
九
二
三
）

　

３　

入
札
説
明
書
の
交
付
期
限

　
　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

 　

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
書
類
を
作
成
の
上
提
出
し
、

参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
及
び
場
所

　
　

㈠　

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で

　
　

㈡　

場
所　

２
に
同
じ
。

　
　

㈢ 　

郵
送
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
㈠
の
日
時
ま
で
に
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
て
到
達
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　

㈠　

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
九
日
（
水
）
午
前
十
時

　
　

㈡ 　

場
所　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
庁
行
政
庁
舎
十
二
階
農
林
水
産
部
森
林
整

備
課

五　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

　

１　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

　

２　

当
該
調
達
案
件
に
係
る
入
札
説
明
書
の
原
本
の
交
付
を
受
け
な
い
者

六　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
、
第
九
十

八
条
、
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
並
び
に
入
札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮

城
県
規
則
第
四
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

３ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
者
に

求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

４ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
八
に
相
当
す
る

額
を
加
え
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
金
額
）
と
す
る

の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、

見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
八
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

５ 　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
入
札
者

を
落
札
者
と
す
る
。

　

６　

最
低
価
格
の
入
札
者
以
外
の
者
を
落
札
者
と
す
る
こ
と
の
有
無　

無

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
関
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

七　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1

　

N
ature of Service(s): D

evelopm
ent of H

iruzuka D
isaster Prevention Forest

　

2

　

D
uration of Contract : From

 day after contract settlem
ent to February 10, 2017

　

3

　

Bid Subm
ission D

eadline : June 28, 2016, 5
:00 p.m

.

　

4

 　

Place and T
im
e of Bid Selection : June 29, 2016, 10

:00 a.m
. Forest D

evelopm
ent D

ivision, 

M
iyagi Prefectural Governm

ent Building, 12th Floor

　

5

 　

Contact Inform
ation : Sayuri Shino, Forest Conservation Section, Forest D

evelopm
ent 

D
ivision, A

griculture, Forestry and Fisheries D
epartm

ent, M
iyagi Prefectural Governm

ent, 3-8-

1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, M
iyagi Prefecture 980-8570 Japan T

el.: 022-211-2923

　

6

　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
沢
田
九
番
五

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
沢
田
十
一
番
地
二

 

廣
田　

雄　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
沢
田
十
一
番
地
二
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廣
田　

美
香　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

除
雪
ド
ー
ザ
（
１
４
ｔ
級
）　

一
台

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
（
火
）

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８ 　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す

る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城

県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇

二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続
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き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡ 　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

佐
々
木　

愛　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
三
）

　

３ 　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

㈠ 　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月

三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈡ 　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
提
出

し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈢ 　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
㈠
又
は
㈡
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　

㈠　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　

 　

入
札
期
間　

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ 　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）
午
前
十
時　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
一
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
入

札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６ 　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札

者
と
す
る
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1

　

N
ature and Q

uantity of the Item
s to be Procured : D

ozer snow
plow

 (14 T
on Class) (1 units)

　
2

　

D
eadline for D

elivery : D
ecem

ber 20, 2016 (T
ue.)

　
3

　
Place of D

elivery : M
iyagi Prefecture H

okubu Public W
orks O

ffice
　

4
　

D
eadline for Bid : June 2, 2016 (T

hu.), 5
:00 p.m

.

　

5

 　

Contact Person : A
i Sasaki, Procurem

ent Section, Governm
ent Contract D

ivision, T
reasury 

D
epartm

ent, M
iyagi Prefectural Governm

ent, 3-8-1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, M
iyagi 980-8570 

Japan. T
el.: 022-211-3333

　

6

　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only
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〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
（
２
．
２
ｍ
級
）　

一
台

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日
（
火
）

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８ 　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す

る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城

県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇

二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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㈡ 　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－
八
五
七
〇
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

佐
々
木　

愛　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
三
）

　

３ 　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

㈠ 　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月

三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈠ 　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
提
出

し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈢ 　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
㈠
又
は
㈡
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　

㈠　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　

 　

入
札
期
間　

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ 　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）
午
前
十
時
十
分　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
一
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
入

札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６ 　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札

者
と
す
る
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1
 　

N
ature and Q

uantity of the Item
s to be Procured : Rotary Snow

plow
 (m
axim

um
 w
idth : 2.2 

m
 class) (1 unit)

　

2

　

D
eadline for D

elivery : D
ecem

ber 20, 2016 (T
ue.)

　
3

　

Place of D
elivery : M

iyagi Prefecture H
okubu Public W

orks O
ffice

　
4

　
D
eadline for Bid : June 2, 2016 (T

hu.), 5
:00 p.m

.
　

5

 　
Contact Person : A

i Sasaki, Procurem
ent Section, Governm

ent Contract D
ivision, T

reasury 

D
epartm

ent, M
iyagi Prefectural Governm

ent, 3-8-1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, M
iyagi 980-8570 

Japan. T
el.: 022-211-3333

　

6

　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。
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平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

凍
結
防
止
剤
散
布
車
（
湿
式
・
４
・
０
㎥
級
）　

一
台

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
（
金
）

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
北
部
土
木
事
務
所

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

　

１ 　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

　

２ 　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

　

３ 　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　

４ 　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

５ 　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

　

６ 　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

　

７ 　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

　
　

㈠ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈡ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
「
暴

力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関
わ
り

を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係
者
」

と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈢ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈣ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　

㈤ 　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　

８ 　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す

る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城

県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇

二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　
　

㈠ 　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　

㈡ 　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
紙
入
札
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
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あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２ 　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

佐
々
木　

愛　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
三
）

　

３ 　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　

㈠ 　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月

三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈡ 　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
八
年
五
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
提
出

し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

㈢ 　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
㈠
又
は
㈡
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　

㈠　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　
　
　

 　

入
札
期
間　

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

ま
で

　
　

㈡　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

日
時　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
日
（
木
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ 　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す

る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
（
金
）
午
前
十
時
二
十
分　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
一
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

五　

そ
の
他

　

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

　

２ 　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
入

札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
六
号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

　

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

　

４ 　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

　

５ 　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り

捨
て
た
金
額
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ

る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す

る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

　

６ 　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札

者
と
す
る
。

　

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要

　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

　

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

　

Sum
m
ary

　

1
 　

N
ature and Q

uantity of the Item
s to be Procured : A

ntifreezing A
gent Sprinkling V

ehicle 

(Liquid T
ype, 4.0

㎥
 Class) (1 units) 

　

2

　

D
eadline for D

elivery : February 10, 2017 (Fri.)

　

3

　

Place of D
elivery : M

iyagi Prefecture H
okubu Public W

orks O
ffice

　
4

　

D
eadline for Bid : June 2, 2016 (T

hu.), 5
:00 p.m

.
　

5

 　
Contact Person : A

i Sasaki, Procurem
ent Section, Governm

ent Contract D
ivision, T

reasury 

D
epartm

ent, M
iyagi Prefectural Governm

ent, 3-8-1 H
oncho, A

oba-ku, Sendai, M
iyagi 980-8570 

Japan. T
el.: 022-211-3333

　

6

　

Language and Currency U
sed in Contract Procedures : Japanese and Japanese yen only

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
号
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

板
橋
恵
一
後
援
会

設
楽　

三
郎

板
橋　

新
一

多
賀
城
市
笠
神
一－

一
二－

三
〇

平
成
二
十
八
年

 

四
月
二
十
六
日

鎌
田
あ
き
ら
後
援
会

鎌
田　
　

章

鈴
木　

英
孝

栗
原
市
築
館
字
太
田
下
太
田
一
二
〇

平
成
二
十
八
年

 

四
月
二
十
七
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

公
明
党
仙
台
青
葉
総
支

部

遠
藤　

伸
幸

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
錦

ケ
丘
七－

七－

一

〇

仙
台
市
青
葉
区
小

松
島
二－

一
三－

二
八

平
成
二
十
八
年

 
四
月
七
日

　

　

代

表

者

の

氏

名

遠
藤　

伸
幸

石
橋　

信
勝

自
由
民
主
党
多
賀
城
市

支
部

伏
谷　

修
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

多
賀
城
市
八
幡
三

－

三－

一
六

多
賀
城
市
八
幡
二

－

二
四－

一
九

平
成
二
十
八
年

 

二
月
二
十
八
日

　

　

代

表

者

の

氏

名

伏
谷　

修
一

小
野
幸
次
郎

自
由
民
主
党
宮
城
県
港

湾
支
部

中
村　

俊
智

代

表

者

の

氏

名

中
村　

俊
智

柳
田　

良
一

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
宅

建
支
部

大
城　

秀
峰

代

表

者

の

氏

名

大
城　

秀
峰

伊
藤
昭
太
郎

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

自
由
民
主
党
利
府
町
支

部

櫻
井　

正
人

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
沢

乙
字
大
沢
西
九
〇

宮
城
郡
利
府
町
花

園
三－

二
三－

七

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

－

一

代

表

者

の

氏

名

櫻
井　

正
人

永
野　
　

渉

自
由
民
主
党
利
府
町
支

部

櫻
井　

正
人

会
計
責
任
者

の

氏

名

小
渕
洋
一
郎

羽
川　

喜
冨

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

自
由
民
主
党
七
ヶ
浜
町

支
部

大
町　

睦
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
字
鹿
野
五

－

四

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

汐
見
台
二－

四－

五

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

　

　

代

表

者

の

氏

名

大
町　

睦
夫

佐
藤　

梶
信

　

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

仁
田　

秀
和

鈴
木　

初
雄

民
進
党
宮
城
県
総
支
部

連
合
会

安
住　
　

淳

政
治
団
体

の

名

称

民
進
党
宮
城
県
総

支
部
連
合
会

民
主
党
宮
城
県
総

支
部
連
合
会

平
成
二
十
八
年

 

四
月
十
三
日

民
進
党
宮
城
県
参
議
院

選
挙
区
第
１
総
支
部

桜
井　
　

充

政
治
団
体

の

名

称

民
進
党
宮
城
県
参

議
院
選
挙
区
第
１

総
支
部

民
主
党
宮
城
県
参

議
院
選
挙
区
第
１

総
支
部

平
成
二
十
八
年

 

四
月
四
日

民
進
党
宮
城
県
第
１
区

総
支
部

郡　
　

和
子

政
治
団
体

の

名

称

民
進
党
宮
城
県
第

１
区
総
支
部

民
主
党
宮
城
県
第

１
区
総
支
部

平
成
二
十
八
年

 

四
月
四
日

民
進
党
宮
城
県
第
２
区

総
支
部

林　
　

宙
紀

　

政
治
団
体

の

名

称

民
進
党
宮
城
県
第

２
区
総
支
部

民
主
党
宮
城
県
第

２
区
総
支
部

平
成
二
十
八
年

 

四
月
二
十
五
日

　

　

代

表

者

の

氏

名

林　
　

宙
紀

安
住　
　

淳

民
進
党
宮
城
県
第
５
区

総
支
部

安
住　
　

淳

政
治
団
体

の

名

称

民
進
党
宮
城
県
第

５
区
総
支
部

民
主
党
宮
城
県
第

５
区
総
支
部

平
成
二
十
八
年

 

四
月
四
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

一
條
い
さ
お
後
援
会

佐
久
間　

貞

会
計
責
任
者

の

氏

名

武
田　

裕
司

成
田　
　

公

平
成
二
十
八
年

 

四
月
十
三
日

い
と
う
な
お
き
後
援
会

伊
藤　

直
樹

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区

福
室
三－

三
一－

二
〇

仙
台
市
宮
城
野
区

高
砂
一－

一
五
四

－

一
〇

平
成
二
十
七
年

 

九
月
一
日

猪
股
洋
文
後
援
会

大
山　
　

匡

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

加
美
郡
加
美
町
字

町
裏
一
〇
八－

四

加
美
郡
加
美
町
字

町
裏
二
一
六－

三

平
成
二
十
八
年

 

四
月
十
一
日

か
つ
ぬ
ま
栄
明　

河
北
・

北
上
・
雄
勝
後
援
会

武
山　
　

萬

代

表

者

の

氏

名

武
山　
　

萬

千
葉　

征
規

平
成
二
十
八
年

 

四
月
八
日

岸
田
清
実
連
合
後
援
会

亀
山　

健
司

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長

町
一－

七－

九

仙
台
市
太
白
区
長

町
一－

六－

一
一

平
成
二
十
八
年

 

四
月
九
日

境
恒
春
後
援
会

境　
　

恒
春

代

表

者

境　
　

恒
春

齋
藤　

穂
積

平
成
二
十
八
年

の

氏

名

 

三
月
三
十
一
日
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桜
井
公
一
後
援
会

土
井　

徳
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
松
島
町
手

樽
字
三
浦
三
七

宮
城
郡
松
島
町
手

樽
字
早
川
東
二
八

－

三

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

大
日
本
神
武
會

高
倉　

正
義

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
沖

野
七－

四
一－

二

〇

仙
台
市
宮
城
野
区

福
田
町
二－

八－

一
三

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

髙
橋
た
い
子
後
援
会

髙
橋　

哲
郎

代

表

者

の

氏

名

髙
橋　

哲
郎

半
沢　

敏
男

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

　

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

齋
藤　

勝
好

髙
橋　

銀
悦

千
坂
や
す
は
る
後
援
会

千
坂　

博
俊

政
治
団
体

の

名

称

千
坂
や
す
は
る
後

援
会

千
坂
裕
春
後
援
会

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

ほ
り
え
一
男
と
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
会

石
川　
　

優

代

表

者

の

氏

名

石
川　
　

優

千
葉　

賢
造

平
成
二
十
八
年

 

四
月
一
日

吉
野
敏
明
後
援
会

吉
野　

敏
雄

代

表

者

の

氏

名

吉
野　

敏
雄

菅
原　
　

毅

平
成
二
十
八
年

 

四
月
四
日

　

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

吉
野
久
美
子

大
沼　

幸
衛

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

維
新
の
党
宮
城
県
総
支
部

林　
　

宙
紀　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日

維
新
の
党
衆
議
院
宮
城
県
第
２
選
挙
区
支
部

林　
　

宙
紀

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
七
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

安
達
い
っ
し
後
援
会

安
達　

一
士

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

石
橋
信
勝
後
援
会

石
橋　

信
勝

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日

板
橋
恵
一
後
援
会

（
設
立
届
出
年
月
日　

平
成
十
年
十
二
月
二
十
八
日
）

設
楽　

三
郎

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

伊
藤
新
治
郎
後
援
会

鈴
木　

一
蔵

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
五
日

及
川
幸
子
後
援
会

及
川　

利
征

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

賢
友
会

小
野
寺
昭
文

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日

松
浦
隆
夫
後
援
会

千
葉　
　

昌

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

み
ら
い
政
経
懇
話
会

志
賀　
　

満

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
六
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
恵
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 26（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

794,253

　
　
　
前
年
繰
越
額

60,253

　
　
　
本
年
収
入
額

734,000

２
　
支
出
総
額

743,051

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

350,000

　
　
　
個
人
分

350,000

　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る
収
入

384,000

　
　
　
板
橋
惠
一
後
援
会
・
新
春
の
集
い

384,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

743,051

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

743,051

　
　
　
　
そ
の
他
の
事
業
費

743,051

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
板
橋
　
惠
一

300,000
多
賀
城
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

50,000



第2758号　平成28年５月20日　金曜日 （16）宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
七
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

伊
藤
新
治
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 27（
26. ５

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

456,494

　
　
　
前
年
繰
越
額

456,494

２
　
支
出
総
額

0

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

609,025

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

609,025

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
伊
澤
　
亮
平

200,000
仙
台
市
青
葉
区

維
新
の
党
衆
議
院
宮
城
県
第
２
選
挙
区
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分
　
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
　
林
　
　
宙
紀

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類
　
衆
議
院
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 24（
28. ３

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

10,551,686

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,151,686

　
　
　
本
年
収
入
額

9,400,000

２
　
支
出
総
額

10,149,408

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

9,400,000

　
　
　
維
新
の
党
本
部

9,400,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

5,214,957

　
　
　
人
件
費

3,000,000

　
　
　
光
熱
水
費

26,778

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

337,977

　
　
　
事
務
所
費

1,850,202

　
　
政
治
活
動
費

4,934,451

　
　
　
組
織
活
動
費

511,143

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

4,423,308

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

4,423,308

（
資
金
管
理
団
体
）

安
達
い
っ
し
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
安
達
　
一
士

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
塩
竈
市
議
会
議
員

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
政
党
の
支
部
）

維
新
の
党
宮
城
県
総
支
部

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ３

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

7,408,770

　
　
　
前
年
繰
越
額

108,770

　
　
　
本
年
収
入
額

7,300,000

２
　
支
出
総
額

5,404,770

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

200,000

　
　
　
個
人
分

200,000

　
　
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

7,100,000

　
　
　
維
新
の
党
本
部

7,100,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

3,133,433

　
　
　
人
件
費

2,700,000

　
　
　
事
務
所
費

433,433

　
　
政
治
活
動
費

2,271,337

　
　
　
選
挙
関
係
費

1,662,312



（17）　平成28年５月20日　金曜日 第2758号宮　　城　　県　　公　　報
報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

300,000

　
　
　
本
年
収
入
額

300,000

２
　
支
出
総
額

292,351

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

300,000

　
　
　
個
人
分

300,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

27,751

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

27,751

　
　
政
治
活
動
費

264,600

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

264,600

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

264,600

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
安
達
　
　
豊

230,000
塩
竈
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

70,000

石
橋
信
勝
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
石
橋
　
信
勝

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 31（
28. ４

. 14解
散
）

１
　
収
入
総
額

648,022

　
　
　
前
年
繰
越
額

4,626

　
　
　
本
年
収
入
額

643,396

２
　
支
出
総
額

648,022

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

643,396

　
　
　
個
人
分

643,396

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

110,335

　
　
　
事
務
所
費

110,335

　
　
政
治
活
動
費

537,687

　
　
　
組
織
活
動
費

525,235

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

12,452

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

12,452

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
石
橋
　
信
勝

643,396
仙
台
市
青
葉
区

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
恵
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 26（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

881,202

　
　
　
前
年
繰
越
額

51,202

　
　
　
本
年
収
入
額

830,000

２
　
支
出
総
額

857,599

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

440,000

　
　
　
個
人
分

440,000

　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る
収
入

390,000

　
　
　
板
橋
惠
一
・
励
ま
す
春
の
集
い

390,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

857,599

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

857,599

　
　
　
　
そ
の
他
の
事
業
費

857,599

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
板
橋
　
惠
一

400,000
多
賀
城
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

40,000

及
川
幸
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 25（
27. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,000

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,000



第2758号　平成28年５月20日　金曜日 （18）宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

２
　
支
出
総
額

0

賢
友
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 25（
27. 12. 25解

散
）

１
　
収
入
総
額

243,245

　
　
　
前
年
繰
越
額

243,211

　
　
　
本
年
収
入
額

34

２
　
支
出
総
額

78,584

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
そ
の
他
の
収
入

34

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

34

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

20,002

　
　
　
事
務
所
費

20,002

　
　
政
治
活
動
費

58,582

　
　
　
組
織
活
動
費

58,582

松
浦
隆
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ２

. 24（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

み
ら
い
政
経
懇
話
会

報
告
年
月
日
　
28. ２

. 12（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

1,857

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,857

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
政
党
の
支
部
）

維
新
の
党
宮
城
県
総
支
部

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 11（
28. ３

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

2,004,000

　
　
　
前
年
繰
越
額

2,004,000

２
　
支
出
総
額

2,004,000

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

1,380,177

　
　
　
人
件
費

900,000

　
　
　
事
務
所
費

480,177

　
　
政
治
活
動
費

623,823

　
　
　
組
織
活
動
費

42,700

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

581,123

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

581,123

維
新
の
党
衆
議
院
宮
城
県
第
２
選
挙
区
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分
　
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
　
林
　
　
宙
紀

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類
　
衆
議
院
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 11（
28. ３

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

402,278

　
　
　
前
年
繰
越
額

402,278

２
　
支
出
総
額

402,278

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

402,278

　
　
　
人
件
費

402,278

（
資
金
管
理
団
体
）

安
達
い
っ
し
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
安
達
　
一
士

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
塩
竈
市
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の
指
定
期
間
　
１
. １
～
３
. 31



（19）　平成28年５月20日　金曜日 第2758号宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

安
達　

一
士

安
達
い
っ
し
後
援
会

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

石
橋　

信
勝

石
橋
信
勝
後
援
会

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日

公
安
委
員
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. ５
（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

7,649

　
　
　
前
年
繰
越
額

7,649

２
　
支
出
総
額

0

石
橋
信
勝
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
石
橋
　
信
勝

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 15（
28. ４

. 14解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
恵
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 26（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

833,603

　
　
　
前
年
繰
越
額

23,603

　
　
　
本
年
収
入
額

810,000

２
　
支
出
総
額

803,066

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

450,000

　
　
　
個
人
分

450,000

　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る
収
入

360,000

　
　
　
板
橋
惠
一
後
援
会
・
励
ま
す
新
春
の
集
い

360,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

803,066

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

803,066

　
　
　
　
そ
の
他
の
事
業
費

803,066

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
板
橋
　
惠
一

400,000
多
賀
城
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

50,000

松
浦
隆
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. ６
（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

み
ら
い
政
経
懇
話
会

報
告
年
月
日
　
28. ４

. 25（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

1,857

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,857

２
　
支
出
総
額

0

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
7
号

　
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
の
委
員
の
委
嘱
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
28年
５
月
20日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

　
　
　
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
の
委
員
の
委
嘱
等
に
関
す
る
規
則

　
（
趣
旨
）

第
 1
条
　
こ
の
規
則
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
38条

の
４
第
１
項
及
び
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
昭
和
60年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
第
110条

の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
環
境
保
全
協
議
会
の
委

員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。）
の
委
嘱
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
委
員
の
委
嘱
）

第
 2
条
　
委
員
を
委
嘱
す
る
場
合
に
は
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
昭

和
59年
宮
城
県
条
例
第
30号
）
第
23条
に
規
定
す
る
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
（
以
下
「
警
察
署
長
」
と
い
う
。）

が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
か
ら
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

　
⑴
　
風
俗
営
業
の
営
業
所
の
管
理
者

　
⑵
　
特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
営
業
所
の
管
理
者

　
⑶
　
法
第
33条
第
６
項
に
規
定
す
る
酒
類
提
供
飲
食
店
営
業
を
営
む
者

　
⑷
　
少
年
指
導
委
員

　
⑸
　
地
域
住
民

　
⑹
　
そ
の
他
の
関
係
者

２
 　
警
察
署
長
は
、
赴
任
し
た
時
点
を
も
っ
て
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
も
の
と
し
、
当
該
警
察
署
長
へ
の
委
嘱
状
の
交
付

は
行
わ
な
い
。

　
（
委
員
の
任
期
）

第
3
条
　
委
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、
再
任
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
警
察
署
長
の
委
員
と
し
て
の
任
期
は
、
在
任
期
間
中
と
す
る
。

　
（
委
員
の
解
嘱
）

第
 4
条
　
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
と
き
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
任
期
中
で
あ
っ

て
も
、
委
員
を
解
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 　
警
察
署
長
は
、
委
員
が
前
項
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
し
た
と
き
は
、
解
嘱
を
上
申
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
委
任
）

第
5
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
警
察
本
部
長
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
28年
６
月
23日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
8
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
28年
５
月
20日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
相
澤
　
博
彦
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
14条
第
11号
中
「
車
両
等
」
を
「
車
両
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
 　
た
だ
し
、
公
共
目
的
を
遂
行
す
る
者
が
当
該
目
的
の
た
め
の
指
令
を
受
信
す
る
場
合
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
又
は
イ
ヤ
ホ

ン
を
使
用
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
第
29条
第
１
項
の
表
中
「
第
89条
第
２
項
」
を
「
第
89条
第
３
項
」
に
、

「
気
仙
沼
警
察
署

（
気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
47番
地
６
）

１
 　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

２
 　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
の
申
請
の
受
理

３
 　
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
免
許
証
等
の
返
納
の
受
理

４
 　
気
仙
沼
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
に

対
す
る
次
の
事
務

　
⑴
 　
法
第
91条
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
変
更
（
眼
鏡
等

の
条
件
の
変
更
に
限
る
。）
の
申
請
の
受
理

　
⑵
 　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交

付
の
申
請
の
受
理

　
⑶
 　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許

及
び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の

申
請
の
受
理

　
⑷
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒

業
証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る

当
該
卒
業
証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該

修
了
証
明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の

申
請
の
受
理

　
⑸
 　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更

新
の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に

よ
る
更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請

の
受
理
（
た
だ
し
、
免
許
の
受
験
申
請
の
一
部
に
つ

い
て
は
、
気
仙
沼
及
び
南
三
陸
の
各
警
察
署
の
管
轄

区
域
に
住
所
を
有
す
る
者
）

」

を「
気
仙
沼
警
察
署

（
気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
47番
地
６
）

１
 　
法
第
91条
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
条
件
の
変
更
（
眼

鏡
等
の
条
件
の
変
更
に
限
る
。）
の
申
請
の
受
理

２
 　
法
第
94条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
記
載
事

項
の
変
更
の
届
出
の
受
理

３
 　
法
第
94条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付

の
申
請
の
受
理

４
 　
法
第
97条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
特
殊
免
許
及

び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請

の
受
理

５
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業

証
明
書
又
は
修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
に
対
す
る
当
該

卒
業
証
明
書
に
係
る
運
転
免
許
試
験
又
は
当
該
修
了
証

明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受

理
６
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
特
定

失
効
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

７
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
４
号
の
規
定
に
よ
る
大
型

自
動
車
、
中
型
自
動
車
又
は
普
通
自
動
車
に
係
る
仮
免

許
試
験
を
受
験
す
る
者
の
申
請
の
受
理

８
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
る
特
定

取
消
処
分
者
の
受
験
の
申
請
の
受
理

９
 　
施
行
規
則
第
28条
に
規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
成
績

証
明
書
の
交
付

10 　
法
第
101条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
更
新

の
申
請
及
び
法
第
101条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
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 更
新
期
間
前
に
お
け
る
免
許
証
の
更
新
の
申
請
の
受
理

11 　
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取

消
し
の
申
請
の
受
理

12 　
法
第
107条

第
１
項
及
び
第
107条

の
10第
１
項
の
規

定
に
よ
る
運
転
免
許
証
等
の
返
納
の
受
理

」

に
改
め
、
同
条
第
２
項
中
「
第
29条

の
２
第
２
項
」
を
「
第
29条

の
２
第
３
項
」
に
、「
及
び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
及
び
気
仙
沼
警
察
署
」
に
改
め
る
。

　
第
30条

第
１
項
中
「
種
類
等
」
を
「
種
類
」
に
、「
も
の
と
す
る
」
を
「
も
の
と
し
、
試
験
実
施
日
は
、
警
察
本
部

長
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「

試
　
験
　
の
　
種
　
類
　
等

」
を

「
試
　
験
　
の
　
種
　
類

」
に
、「
、
技
能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
者
」
を
「
技
能
試
験
が

免
除
さ
れ
る
も
の
」
に
、

「
気
仙
沼
警
察
署

１
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
卒
業

証
明
書
を
有
す
る
者
の
当
該
卒
業
証
明
書
に
係
る
運
転

免
許
試
験

２
　
小
型
特
殊
免
許
及
び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験

３
　
試
験
実
施
日

　
 　
毎
週
水
曜
日
（
休
日
（
宮
城
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
宮
城
県
条
例
第
10号
）
第
１
条
第
１
項

に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
い
う
。）
で
あ
る
場
合
を
除

く
。）

」

を「
気
仙
沼
警
察
署

１
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
該
当
す
る
者
で
技

能
試
験
が
免
除
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
運
転
免
許
試
験

２
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
卒
業
証
明
書
又
は

修
了
証
明
書
を
有
す
る
者
の
当
該
卒
業
証
明
書
に
係
る

運
転
免
許
試
験
又
は
修
了
証
明
書
に
係
る
仮
免
許
試
験

３
 　
法
第
97条
の
２
第
１
項
第
３
号
、
第
４
号
若
し
く
は

第
５
号
又
は
同
条
第
３
項
に
該
当
す
る
者
で
技
能
試
験

が
免
除
さ
れ
る
も
の
に
対
す
る
運
転
免
許
試
験

４
 　
小
型
特
殊
免
許
及
び
原
付
免
許
の
運
転
免
許
試
験

」

に
改
め
る
。

  第
33条

の
２
第
６
項
中
「
及
び
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
宮
城
県
警
察
仙
南
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー
及
び
気
仙
沼
警
察
署
」
に
改
め
る
。

　
第
33条
の
３
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
 　
た
だ
し
、
法
第
104条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
取
消
し
の
申
請
に
伴
う
免
許
証
の
返
納
は
、
施
行
規

則
別
記
様
式
第
19の
３
の
８
の
運
転
免
許
取
消
申
請
書
又
は
様
式
第
30号
の
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

  別
表
第
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
2
（
第
11条
関
係
）

番
号

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

１
東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘

前
線

白
石
市
越
河
字
荒
井
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
片
馬
合
手
柄
地
内
岩
手
県
境
ま
で

２
東
北
横
断
自
動
車
道
酒

田
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
足
立
字
中
ノ
久
保
地
内
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
地
内
山
形
県
境
ま
で

３
一
般
国
道
４
号

白
石
市
越
河
字
樋
口
地
内
福
島
県
境
か
ら

栗
原
市
金
成
有
壁
下
大
沢
田
地
内
岩
手
県
境
ま
で

４
一
般
国
道
４
号

仙
台
市
若
林
区
土
樋
104番

６
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
号
先
ま
で

５
一
般
国
道
４
号

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
121番

１
先
か
ら

仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
114番

２
先
ま
で

６
一
般
国
道
４
号

名
取
市
植
松
字
入
生
341番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
八
本
松
一
丁
目
27番
17先
ま
で

７
一
般
国
道
４
号

栗
原
市
築
館
字
沢
入
72番
１
先
か
ら

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
沖
408番

１
先
ま
で

８
一
般
国
道
６
号

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
大
森
地
内
福
島
県
境
か
ら

岩
沼
市
藤
波
二
丁
目
７
番
１
先
ま
で

９
一
般
国
道
６
号
複
線

（
38）

亘
理
郡
山
元
町
大
平
字
新
平
88番
地
先
か
ら

亘
理
郡
山
元
町
大
平
字
新
平
98番
３
先
ま
で

10
一
般
国
道
６
号
複
線

（
仙
台
東
部
道
路
）

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
牛
袋
字
北
新
丁
19番
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番
７
先
ま
で

11
一
般
国
道
６
号

（
仙
台
南
部
道
路
）

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
二
木
西
26番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
中
67番
１
先
ま
で

12
一
般
国
道
６
号

（
仙
台
南
部
道
路
）

仙
台
市
太
白
区
富
田
字
八
幡
西
147番

先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
12番
先
ま
で

13
常
磐
自
動
車
道

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
舘
野
丙
21番
７
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
中
泉
字
新
田
39番
１
先
ま
で

14
一
般
国
道
45号

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
９
番
２
号
先
か
ら

気
仙
沼
市
松
川
149番

先
ま
で

15
一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
柳
原
40番
７
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
山
岸
２
番
３
先
ま
で

16
一
般
国
道
45号

（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
）
宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番
１
先
か
ら

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
岩
の
沢
57番
地
先
ま
で

17
一
般
国
道
47号

大
崎
市
古
川
字
本
鹿
島
256番

１
先
か
ら
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大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
西
原
33番
４
先
山
形
県
境
ま
で

18
一
般
国
道
47号

（
仙
台
北
部
道
路
）

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
船
岡
地
内
先
か
ら

黒
川
郡
富
谷
町
富
谷
字
源
内
63番
８
先
ま
で

19
一
般
国
道
108号

遠
田
郡
涌
谷
町
字
下
道
78番
１
先
（
南
向
側
）
か
ら

大
崎
市
古
川
字
上
古
川
屋
敷
77番
１
先
ま
で

20
一
般
国
道
108号

大
崎
市
古
川
鶴
ヶ
埣
字
新
江
南
20番
２
先
か
ら

大
崎
市
古
川
旭
六
丁
目
４
番
１
先
ま
で

21
一
般
国
道
286号

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
山
田
字
清
太
原
地
内
先
ま
で

22
一
般
国
道
286号

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
下
東
無
番
地
先
か
ら

名
取
市
高
舘
熊
野
堂
字
余
方
川
端
無
番
地
先
ま
で

23
一
般
国
道
286号

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
東
地
内
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
坪
沼
字
赤
石
山
２
番
40先
ま
で

24
一
般
国
道
286号

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
支
倉
字
中
原
裏
山
15番
１
先
か
ら

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
石
橋
33番
１
先
ま
で

25
主
要
地
方
道
井
土
長
町

線
仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

１
先
ま
で

26
主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
宮
城
郡
利
府
町
中
央
三
丁
目
13番
２
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
揺
橋
116番

１
先
ま
で

27
主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
宮
城
郡
利
府
町
沢
乙
字
唄
沢
４
番
５
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
渉
戸
東
95番
３
先
ま
で

28
主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
20番
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
８
番
２
先
ま
で

29
主
要
地
方
道
塩
釜
吉
岡

線
黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
石
田
西
８
番
２
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
字
志
田
町
30番
３
先
ま
で

30
主
要
地
方
道
大
和
松
島

線
黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
北
目
大
崎
字
吉
原
河
渕
66番
２
先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
初
原
字
原
１
番
10先
ま
で

31
主
要
地
方
道
仙
台
松
島

線
宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
館
ノ
内
２
番
２
先
か
ら

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
15番
１
先
ま
で

32
主
要
地
方
道
仙
台
松
島

線
仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
一
丁
目
294番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
羽
黒
前
２
番
20先
ま
で

33
主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
多
賀
城
市
町
前
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
186番

地
先
ま
で

34
主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
沼
頭
４
番
２
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
藤
塚
字
中
道
下
地
内
先
ま
で

35
主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
名
取
市
閖
上
一
丁
目
無
番
地
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
新
田
１
番
２
先
ま
で

36
主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理

線
亘
理
郡
亘
理
町
荒
浜
字
篠
子
橋
６
番
１
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
字
旧
舘
61番
21先
ま
で

37
主
要
地
方
道
塩
釜
港
線
塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番
地
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
二
丁
目
127番

地
先
ま
で

38
主
要
地
方
道
仙
台
空
港

線
名
取
市
下
増
田
字
小
沼
55番
１
先
か
ら

名
取
市
植
松
字
新
橋
105番

１
先
ま
で

39
主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜

線
仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
西
町
23番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一
丁
目
31番
７
先
ま
で

40
主
要
地
方
道
仙
台
塩
釜

線
多
賀
城
市
町
前
一
丁
目
125番

７
先
か
ら

塩
竈
市
港
町
一
丁
目
75番
地
先
ま
で

41
主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ

浜
多
賀
城
線

塩
竈
市
芦
畔
町
115番

２
先
か
ら

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
四
丁
目
12番
195先

ま
で

42
主
要
地
方
道
塩
釜
七
ヶ

浜
多
賀
城
線

多
賀
城
市
八
幡
四
丁
目
117番

１
先
か
ら

多
賀
城
市
栄
四
丁
目
13番
３
先
ま
で

43
主
要
地
方
道
大
衡
落
合

線
黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
平
林
86番
１
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
41番
１
先
ま
で

44
主
要
地
方
道
仙
台
三
本

木
線

黒
川
郡
大
和
町
落
合
松
坂
字
滝
ノ
沢
41番
１
先
か
ら

黒
川
郡
大
和
町
落
合
舞
野
字
庚
申
28番
１
先
ま
で

45
主
要
地
方
道
亘
理
大
河

原
川
崎
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
反
町
６
番
４
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
北
塩
内
89番
１
先
ま
で

46
主
要
地
方
道
岩
沼
蔵
王

線
柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
北
姥
ヶ
懐
３
番
１
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
広
畑
52番
１
先
ま
で

47
一
般
県
道
大
和
幡
谷
線
黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
柳
沢
畑
15番
２
先
か
ら

黒
川
郡
大
郷
町
山
崎
字
深
町
39番
１
先
ま
で

48
一
般
県
道
荒
浜
原
町
線
仙
台
市
若
林
区
大
和
町
五
丁
目
712番

１
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
木
ノ
下
二
丁
目
27番
８
先
ま
で

49
一
般
県
道
亘
理
イ
ン

タ
ー
線

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
中
泉
字
大
原
236番

地
先
か
ら

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
牛
袋
字
北
新
丁
20番
２
先
ま
で

50
一
般
県
道
岩
沼
海
浜
緑

地
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
末
広
二
丁
目
340番

４
先
ま
で

51
一
般
県
道
閖
上
港
線

名
取
市
小
塚
原
字
西
中
塚
41番
１
先
か
ら

名
取
市
増
田
三
丁
目
5881番

地
先
ま
で

52
一
般
県
道
利
府
岩
切
停

車
場
線

宮
城
郡
利
府
町
菅
谷
台
四
丁
目
41番
６
先
か
ら

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
化
粧
坂
66番
１
先
ま
で

53
一
般
県
道
石
巻
港
イ
ン

タ
ー
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
１
番
１
先
か
ら

東
松
島
市
赤
井
字
八
反
谷
地
50番
１
先
ま
で

54
一
般
県
道
石
巻
工
業
港

矢
本
線

石
巻
市
重
吉
町
７
番
１
先
か
ら

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
１
番
１
先
ま
で

55
市
道
土
樋
藤
塚
線

（
そ
の
１
）

仙
台
市
若
林
区
土
樋
104番

６
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
河
原
町
二
丁
目
５
番
１
先
ま
で

56
市
道
原
町
広
岡
線

（
そ
の
２
）

仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
121番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
２
番
２
先
ま
で

57
市
道
長
町
２
号
線

仙
台
市
太
白
区
鹿
野
二
丁
目
20番
１
先
か
ら
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仙
台
市
太
白
区
長
町
七
丁
目
201番

23先
ま
で

58
市
道
長
町
３
号
線

仙
台
市
太
白
区
長
町
八
丁
目
214番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
２
番
２
先
ま
で

59
市
道
八
軒
小
路
原
町
坂

下
線

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
373番

６
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
宮
城
野
二
丁
目
422番

２
先
ま
で

60
市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
２
）

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
四
丁
目
270番

３
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
日
の
出
町
三
丁
目
８
番
11先
ま
で

61
市
道
元
寺
小
路
福
室
線

（
そ
の
４
）

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
三
丁
目
５
番
１
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
鶴
巻
一
丁
目
1022番

12先
ま
で

62
市
道
鶴
ヶ
谷
仙
台
港
線

（
そ
の
３
）

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
字
県
道
前
113番

先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
石
橋
116番

１
先
ま
で

63
市
道
元
寺
小
路
郡
山
線
仙
台
市
太
白
区
長
町
一
丁
目
119番

５
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
四
丁
目
156番

１
先
ま
で

64
市
道
元
寺
小
路
郡
山
線
仙
台
市
太
白
区
東
郡
山
二
丁
目
522番

１
先
か
ら

仙
台
市
太
白
区
郡
山
字
源
兵
衛
東
19番
３
先
ま
で

65
市
道
原
町
東
部
第
三
幹

線
３
号
線

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
７
番
15号
先
か
ら

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目
東
町
５
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

66
市
道
相
野
釜
藤
曽
根
線
岩
沼
市
下
野
郷
字
西
原
１
番
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番
１
先
ま
で

67
市
道
西
大
町
線

岩
沼
市
館
下
二
丁
目
25番
15先
か
ら

岩
沼
市
吹
上
二
丁
目
15番
１
先
ま
で

68
市
道
二
野
倉
工
業
団
地

１
号
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
ま
で

69
市
道
二
野
倉
工
業
団
地

２
号
線

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
129番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
須
加
原
122番

先
ま
で

70
市
道
藤
曽
根
二
野
倉
線
岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
159番

１
先
か
ら

岩
沼
市
押
分
字
新
大
同
422番

１
先
ま
で

71
市
道
藤
曽
根
線

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
71番
１
先
か
ら

岩
沼
市
下
野
郷
字
藤
曽
根
69番
１
先
ま
で

72
市
道
桜
木
栄
線

多
賀
城
市
桜
木
三
丁
目
226番

２
先
か
ら

多
賀
城
市
桜
木
二
丁
目
226番

２
先
ま
で

73
町
道
針
生
広
畑
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
松
崎
50番
地
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
広
畑
70番
１
先
ま
で

74
町
道
菅
生
姥
ヶ
懐
線

柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
北
姥
ヶ
懐
１
番
２
地
先
か
ら

柴
田
郡
村
田
町
大
字
菅
生
字
下
倉
26番
地
先
ま
で

75
臨
港
道
路
中
野
幹
線

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
竹
ノ
内
128番

地
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
ま
で

76
臨
港
道
路
中
央
ふ
頭
線
仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
２
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
１
号
先
ま
で

77
臨
港
道
路
ふ
頭
４
号
線
仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
３
番
５
号
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

78
臨
港
道
路
ふ
頭
５
号
線
仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
１
番
先
（
南
西
角
）
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
４
番
先
（
南
東
角
）
ま
で

79
臨
港
道
路
西
幹
線

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
地
内
先
か
ら

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
新
沼
12番
地
の
２
先
ま
で

80
港
湾
道
路
釜
北
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
８
番
６
先
か
ら

石
巻
市
三
河
町
８
番
３
先
ま
で

81
港
湾
道
路
東
一
号
線

石
巻
市
三
河
町
８
番
３
先
か
ら

石
巻
市
塩
見
町
４
番
４
先
ま
で

　
様
式
第
30号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2758号　平成28年５月20日　金曜日 （24）宮　　城　　県　　公　　報

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
六
六
七
号
（
平
成
二
十
七
年
六
月
十
九
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

七

段上

行
前
か
ら

一　
　

正

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
八
番－

三
一－

一

　
　
　
　
　
　
　

誤

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
八－

三
一－

一

〇
宮
城
県
公
報
第
二
七
一
〇
号
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

七

段上

行
前
か
ら

六　
　

正

遠
田
郡
涌
谷
町
小
里
字
右
堂
崎
一
六－

二

　
　
　
　
　
　
　

誤

遠
田
郡
涌
谷
町
小
里
字
右
堂
先
一
六－

二

　
　
　
附
　
則

  こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
29条
第
１
項
の
表
の
改
正
規
定
（「
第
89条
第
２
項
」
を
「
第

89条
第
３
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
第
30条
第
１
項
の
改
正
規
定
、
同
項
の
表
の
改
正
規
定
、
第
33条
の
２
の

改
正
規
定
及
び
第
33条
の
３
の
改
正
規
定
は
、
平
成
28年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

様式第30号（第33条の２関係）

　　　運 転 経 歴 証 明 書 交 付 申 請 書　　　　（兼運転免許取消申請書・運転免許証返納届）

　　　　宮城県公安委員会　殿 登 録 日 年　　月　　日

登録番号

申請日 年　　月　　日　 生年
月日

明治 大正 昭和 平成
　　　年　　月　　日　

１ ２ ３ ４
フリガナ （シ） （メイ） 性　別 男 ・女

氏名
（氏） （名） 電

話
自宅　・　勤務先　・　他

（　　　　）　　　－

現　住　所

取消（返納）
した免許証
の　内　容

住　　所

免 許 証 番 号

交付年月日－照会番号 年　　　月　　　日－　

免 許 種 別 大
型

中
型

普
通

大
特

大
自
二

普
自
二

小
特

原
付

け
ん
引

大
型
二

中
型
二

普
通
二

大
特
二

け
ん
引
二

過去３年間以内に交通事故か交通違反はありますか □　は　　い　　　　□　い　い　え

取 消 申 請 と 同 時 申 請 □　　有　　　□　　無 申請理由

処 分 番 号 処　分　日　時 　　　　年　　　月　　　日　　　時

　運転免許証もしくは運転経歴証明書コピー

この紙をはがし、写真を
貼付してください。

写 　真
（3.0×2.4cm）

無 帽 ・ 無 背 景
正 面 上 三 分 身
６ か 月 内 撮 影

Ｂ９－３６
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